（解散社員総会議事録記載例）
医療法人社団○○会
臨時社員総会議事録
１．日　　時　　令和　○　年　○　月　○　日　　　　時　　分～　　時　　分
１．場　　所　　○　○　○　において
１．出 席 者　　○○○○　　　○○○○　　　○○○○　　　○○○○
　　　　　　　　（本社団社員総数○名のうち、○名出席、○名委任状提出）
　本社団定款第○条の規定により○○○○は選任されて議長となり、定款第○条の規定するところにより、総社員の過半数が出席していることを確認したのち、○時○分開会を宣し、議事に入った。
第１号議案　本社団を解散する件
　理事○○○○は発言し、本社団の業務全般にわたり詳細に説明するとともに、本社団が解散するに至った経過について述べた。
　社員○○○○はこれに対し・・・・・について質疑したのに対し、○○○○は次のように述べた｡ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
　この他社員の質疑に対し、理事側の回答があった後、議長は本議案に対する全社員の賛否をはかったところ、
　　　賛成　　○名
　　　反対　　○名で、
　４分の３の賛成があったので本議案は可決された。
第２号議案　令和　　年度決算の承認を求める件
　議長は発言し、解散決議に伴い、令和　年度の決算の承認を求めると述べ、決算書を各社員に配布し詳細な説明を行った。
　次に監事から監査結果の報告があった後、議長は社員一同に決算の承認を求めたところ全社員異議なく承認したので、本件は可決された。
第３号議案　解散に伴う残余財産の処分方法に関する件
　議長は発言し、清算手続を行った後、確定した残余財産は、定款第○条の規定により、○○（定款に規定している者から選ぶ）に帰属させることとしたい旨述べたところ、全社員異議なく承認したので、本件は可決された。
第４号議案　清算人の選任に関する件
　議長は発言し、本社団の解散手続を執行する清算人は、理事のうちから選任することとなっているため、人選についてはかったところ、常務理事○○○○から理事長○○○○を推薦する旨発言があり、社員一同これに賛成したので本件は可決された。
　なお、理事長は宮城県知事から解散認可のあり次第、解散並びに清算人の就任登記を行う旨を述べ、一同の了承を得た。
　以上をもって本日の議事を終了したので議長は閉会を宣した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　○　時　○　分　）
　本日の決議を確認するため出席社員全員が記名押印する。
	社　　員（理 事 長）○　○　○　○　印

	　 〃 　（常務理事）○　○　○　○　印

	　 〃 　（理　　事）○　○　○　○　印

	　 〃 　（監　　事）○　○　○　○　印


（以下提出書類に記載）
　この議事録の写しは本社団の社員総会の議事録原本と相違ありません。
　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
医療法人社団○○会
理事長　○　○　○　○　印

